
れ
ぞ
れ
自
家
用
の
茄
子
苗
を
育
て
る
程
度
で
、
苗
を

販
売
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
ろ
は
、
人
よ

り
一
日
で
も
早
く
苗
を
育
て
、
一
日
で
も
早
く
茄
子

を
出
荷
す
る
こ
と
が
第
一
で
あ
っ
た
と
い
う
。

　

し
か
し
、
一
八
八
二
年
（
明
治
十
五
年
）
ご
ろ
に

な
っ
て
、
茄
子
苗
の
栽
培
が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
、
栽
培
農
家
は
少
し
ず
つ
増
え
て
い
っ
た
。
一
八

九
二
年
（
明
治
二
十
五
年
）
に
は
、
栽
培
面
積
八
畝

（
八
ア
ー
ル
）、茄
子
苗
四
万
本
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
以

後
、
栽
培
面
積
や
茄
子
苗
の
出
荷
本
数
も
増
加
し
て

い
く
が
、
大
正
時
代
の
中
ご
ろ
に
な
る
と
、
頭
打
ち

の
現
象
が
現
れ
て
き
た
。

　

一
九
二
〇
年
（
大
正
九
年
）
に
碧
海
郡
農
会
の
技

手
と
し
て
着
任
し
た
尾
崎 
五  
平  
治 
は
、「
河
野
茄
子
苗

ご 
へ
い 
じ

の
改
善
の
余
地
は
多
い
。
今
改
め
な
け
れ
ば
、
後
に

な
っ
て
後
悔
す
る
こ
と
に
な
る
」
と
い
っ
て
、
園
芸

組
合
の
設
立
、
品
種
改
良
、
栽
培
方
法
の
改
善
、
半

促
成
茄
子
栽
培
、
茄
子
苗
品
評
会
、
茄
子
苗
の
共
同

出
荷
等
に
つ
い
て
指
導
し
た
。
そ
し
て
、
一
九
二
一

年
（
大
正
十
年
）
九
月
に
は
河
野
園
芸
組
合
が
設
立

さ
れ
、
神
谷 
増
市 
が
初
代
の
組
合
長
に
な
っ
た
。
組

ま
す
い
ち

合
で
は
、
一
九
二
二
年
（
大
正
十
一
年
）
か
ら
、
県

農
事
試
験
場
育
成
の 
橘  
田 
茄
子
を
原
種
に
、
組
合
直

き
っ 
た

営
の
採
種 
圃 
を
設
け
、
品
種
改
良
に
取
り
か
か
っ
た
。

ほ

ま
た
、
栽
培
方
法
の
改
善
、
茄
子
苗
品
評
会
等
も
行

い
、
優
良
な
茄
子
苗
を
出
荷
し
た
。

　

一
九
二
四
年
（
大
正
十
三
年
）、亮
作
は
、
県
農
事

試
験
場
の
技
師
で
あ
っ
た
岩
槻
信
治
に
茄
子
の
品
種

改
良
を
強
く
勧
め
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
一
九
二
六
年

　
　

杉
山　
 
亮 

り
ょ
う 

作 さく

　

杉
山
亮
作
は
、
一
八
八
八
年
（
明
治
二
十
一
年
）

十
一
月
に
碧
海
郡 
河  
野 
村
（
現
安
城
市
河
野
町
）
で

か
わ 
の

生
ま
れ
た
。
尋
常
小
学
校
を
卒
業
す
る
と
高
等
科
へ

進
学
し
た
が
、 
岩  
槻  
信  
治 
と
は
同
級
生
で
あ
っ
た
。

い
わ 
つ
き 
の
ぶ 
じ

高
等
科
を
修
了
す
る
と
、
亮
作
は
農
業
に
従
事
し
、

信
治
は
、
や
が
て
山
崎 
延
吉 
の
招
き
で
県
農
事
試
験

の
ぶ
き
ち

場
に
勤
め
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
高
等
科
で
の
親
交

は
一
生
涯
続
い
た
と
い
う
。

　

さ
て
、
河
野
の 
茄  
子  
苗 
の
栽
培
が
い
つ
ご
ろ
始
ま

な 

す 
な
え

っ
た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
亮
作
の
手
記
に
よ
る
と

江
戸
時
代
末
期
の 
元  
治 
・ 
慶  
應 
年
間
ご
ろ
で
、
一
八

げ
ん 
じ 

け
い 
お
う

八
二
年
（
明
治
十
五
年
）
ご
ろ
ま
で
は
、
農
家
が
そ

（
大
正
十
五

年
）
七
月
か

ら
岩
槻
技
師

の
指
導
を
受

け
な
が
ら
品

種
改
良
に
取

り
か
か
っ
た
。

そ
の
結
果
、
一
九
二
八
年
（
昭
和
三
年
）
に
は
、
一

代
交
配
雑
種
「
河
野 
中 
生
   

」「
河
野 
早  
生 
」
を
開
発
し
、

な
か 
て 

わ 

せ

河
野
茄
子
苗
の
名
声
を
不
動
の
も
の
に
し
た
。

　

一
九
三
〇
年
（
昭
和
五
年
）
五
月
、
山
崎
延
吉
は
、

天
皇
陛
下
に
御
進
講
の
際
、「
河
野
中
生
」「
河
野
早
生
」

の
写
真
を
お
見
せ
し
た
。
亮
作
は
、「
こ
ん
な
光
栄
な

こ
と
は
な
か
っ
た
。
品
種
改
良
へ
の
熱
意
が
ま
す
ま

す
強
く
な
っ
た
」
と
述
懐
し
て
い
る
。

　

亮
作
は
、
河
野
茄
子
品
種
改
良
研
究
所
を
設
立
し
、

茄
子
の
品
種
改
良
と
共
に
茄
子
の
種
子
の
販
売
を
行

っ
た
。
そ
の
ほ
か
、
稲
の
品
種
改
良
に
も
着
手
し
、

「 
良 
り
ょ
う 

作 
」
と
い
う
新
品
種
を
開
発
し
た
。
一
九
三
〇

さ
く

年
（
昭
和
五
年
）
の
記
録
に
よ
る
と
、
栽
培
面
積
十

三
・
五
町
、
出
荷
本
数
五
十
八
万
本
で
あ
っ
た
。

　

亮
作
は
、「
茄
子
の
品
種
改
良
が
生
き
が
い
で
し
た
。

こ
の
仕
事
は
実
に
根
気
の
い
る
こ
と
で
、
気
長
に
観

察
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
こ
の
仕
事
は
、
ほ
か
の

人
に
は
任
せ
ら
れ
ま
せ
ん
」
と
述
べ
て
い
る
。

　

亮
作
は
、
一
九
六
一
年
（
昭
和
三
六
年
）
に
品
種

改
良
の
実
績
が
認
め
ら
れ
、
第
十
一
回
岩
槻
賞
を
受

賞
し
た
。
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自宅前の庭で品種改良に励む
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